
別記様式第１ 

消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書 

① 〇〇年〇〇月〇〇日  

 岩見沢地区消防事務組合消防長 殿 

②届 出 者                    

住  所 〇〇市〇条〇〇丁目〇〇       

氏  名 株式会社〇〇          

代表取締役 〇〇〇〇      

電話番号 〇〇〇‐〇〇〇〇‐〇〇〇〇     

  

下記のとおり消防用設備等（特殊消防用設備等）の点検を実施したので、消防法第 

17条の３の３の規定に基づき報告します。 

記 

 
 防

火

対

象

物 

所 在 地 ③岩見沢市〇条東〇丁目〇〇 

名 称 ④〇〇複合ビル 

用 途 ⑤複合用途防火対象物 

規 模 ⑥地上  ２階  地下    階  延べ面積    〇〇〇〇.〇〇ｍ2 

消防用設備等（特殊
消防用設備等）の種
類 等 

⑦ 

※受 付 欄 ※経  過  欄 ※備    考 

 

  

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

   ２ 消防設備士又は消防設備点検資格者が点検を実施した場合は、点検を実施した全ての者の情報を別記様

式第３に記入し、添付すること。 

   ３ 消防用設備等又は特殊消防用設備等ごとの点検票を添付すること。 

   ４ ※印欄は、記入しないこと。 

記入例 

記入しない 



消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書の記入要領 

項 目 記 入 事 項 

①年月日 提出年月日を記入します。（和暦） 

②届出者 設備を設置した者の住所及び氏名を記入します。 

（※施工業者ではありません。） 

法人の場合は法人の所在地、名称、代表者職及び氏名を記入します。 

③所在地 設備を設置する防火対象物の所在地を記入します。 

④名称 設備を設置する防火対象物の名称を記入します。 

略称は使用しないでください。 

（例）「株式会社○○ ○○倉庫 A」「○○銀行 ○○支店」 

⑤用途 防火対象物の用途を消防法施行令別表第１に掲げる用途区分により用途を

記入してください。項区分の記入は必要ありません。 

（例）単体用途の場合 「工場」「事務所」 

複合用途の場合 「店舗・共同住宅」「飲食店・遊技場」 

⑥規模 階数、延べ面積を記入します。 

⑦消防用設備等

（特殊消防用設備

等）の種類等 

点検した消防用設備等（特殊消防用設備等）の種類を記入します。 

 

（例）「消火器」「屋内消火栓設備」「避難器具」 

 


